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●選者・名取 里美／秋葉四郎

木村 直人

病をふせぐ

2004年・秋冬号

表紙イラスト■野田市在住のイラストレーター・本橋 尚徳

さんが童謡「鐘が鳴る」をイメージして描いたCG作品。本

橋さんは野田出身の作曲家・山中直治の童謡の世界をＣＧで

表現し注目を集めています。2000年、絵本『ようこそ歌の

童画館』（新科学出版社)発刊。最近では千葉県立関宿城博物

館での「スケッチ利根川30景展」も好評でした。

関根13世名人記念館、甦った土太郎の滝ほか

われら生涯現役 太田郁次さん

作
詞
者
の
富ふ

原は
ら

薫
は
１
９
０
５（
明
治
38
）年
に
現
在

の
静
岡
県
御
殿
場
市
に
生
ま
れ
、
19
歳
頃
に
は
教
師
で

あ
り
作
詞
家
の
兄
・
義
徳
の
影
響
か
ら
作
詞
の
勉
強
を

始
め
ま
し
た
。
御
殿
場
の
高
根
小
学
校
な
ど
で
30
年
以

上
教
鞭
を
と
り
な
が
ら
作
詞
を
続
け
、
約
二
千
曲
も
の

作
品
を
残
し
ま
し
た
。
こ
の
歌
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
、

千
葉
県
野
田
市
出
身
で
同
じ
く
教
職
に
あ
っ
た
山
中
直

治
が
１
９
３
４（
昭
和
９
）年
に
作
曲
し
て
い
ま
す
。

富
原
は
童
謡
だ
け
で
な
く
、「
鐘
が
鳴
る
」
と
ほ
ぼ

同
時
期
に
御
殿
場
音
頭(

中
山
晋
平
作
曲)

も
作
詞
、
古

里
の
誇
り
の
富
士
山
を
讃
え
て
い
ま
す
。
高
根
小
学
校

は
じ
め
近
隣
の
小
中
学
校
の
校
歌
も
数
多
く
手
掛
け
ま

し
た
。
１
９
４
７（
同
22
）年
、「
兵
隊
さ
ん
の
汽
車
ポ

ッ
ポ
」
を
改
作
し
て
発
表
し
た
「
汽
車
ポ
ッ
ポ
」（
草
川

信
作
曲
）が
少
女
歌
手
・
川
田
正
子
さ
ん
の
歌
で
大
ヒ

ッ
ト
し
、
復
興
期
の
国
民
を
勇
気
づ
け
ま
し
た
。
ほ
か

に
も
「
早
起
き
時
計
」
や
「
雨
だ
れ
ぽ
っ
た
ん
」
な
ど

の
童
謡
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
作
詞
の
特
徴
は
平
明
で

音
楽
的
調
子
を
も
つ
言
葉
で
す
。
郷
土
を
愛
し
、
子
ど

も
た
ち
を
育
て
た
そ
の
生
涯
を
70
歳
で
閉
じ
ま
し
た
。

「カウベル」 「Ｄｕｏｍｏ」 「甘味処 楓」

「すし清」 「あずみ野」 「申　家」

作
詞
　
富
原
　
薫

作
曲
　
山
中
　
直
治

鐘
が
鳴
る

鐘
が
鳴
る

あ
の
山
か
げ
の
山
か
げ
の

遠
い
み
寺
の
鐘
が
鳴
る

浜
の
松
原
　
夕
映
え
て

静
か
に
静
か
に
　
鐘
が
鳴
る

鐘
が
鳴
る

鐘
が
鳴
る

夕
べ
の
空
も
寄
る
波
も

遠
い
岬
の
燈
台
も

黄
金
の
色
に
　
夕
映
え
て

静
か
に
静
か
に
　
日
が
暮
れ
る

静
岡
県
沼
津
市

JASRAC 出 0410014-401
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沼津市の千本浜海岸から眺める夕陽。遺族によれば富原は旧制沼津中学に進学したこともあり、
沼津の海には特に思い入れがあったようです。千本松原を題材としたほかの童謡も残している
ことから、「鐘が鳴る」も駿河湾の雄大な夕焼けをイメージしていたとも考えられます

★沼津観光協会　 055-964-1300
http://www.numazu-mirai.com/
写真提供／沼津市商工観光課

■
千
本
松
原
（
千
本
浜
公
園
）

駿
河
湾
に
沿
っ
て
続
く
松
林
は
古
く
か
ら
東
海
道
随
一
の
景
勝
地
。「
全
国
松
原

１
０
０
景
」
に
も
選
ば
れ
、
松
林
越
し
に
眺
め
る
富
士
山
も
ま
た
格
別
で
す
。
松

林
の
中
の
遊
歩
道
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
す
る
市
民
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
に
魅
せ
ら
れ
て
移
住
し
た
若
山
牧
水
を
は
じ
め
多
く
の

文
人
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、
千
本
浜
公
園
に
は
記
念
碑
や
歌
碑
が
あ
り
ま
す
。

■刑部岬（海上郡飯岡町）

波穏やかな館山湾に面した北条海
岸の夕陽の美しさは広く知られて
います。特に空気の澄みきった日
に見られる富士の姿は絶景です。
交通／JR館山駅から徒歩約5分
★館山市観光協会　0470-22-2000
http://www.awa.or.jp/home/tkk

■北条海岸（館山市）
★

★

九十九里浜の最北端にある刑
ぎょう

部
ぶ

岬からの夕陽は、弧を描いて続く
九十九里浜の広大な眺めが自慢。
岬にある展望館「光と風」の屋上展
望台がおすすめ。
交通／JR旭駅からバス約20分、灯
台入口バス停下車、徒歩約10分
★飯岡町産業振興課　0479-57-
3116   http://www6.ocn.ne.jp/̃iioka/

●1999年から「日本
の夕陽百選」選考委員
会が選定を始め、現在、
全国で68地区を選定。
千葉県内でも2地区が
選ばれています。
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室町時代に焼失、400年ぶりに復元された成相寺五重塔

■
天
下
に
知
ら
れ
た
景
勝
地
「
天
橋
立
」
を
望
む
古
刹

松
島
、
宮
島
と
と
も
に
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た

日
本
三
景
の
天
橋
立
を
眺
望
で
き
る
成
相
寺
は
、
丹
後

半
島
は
成
相
山
の
中
腹
に
建
ち
、
西
国
札
所
の
中
で
も

最
も
北
端
に
位
置
し
ま
す
。

慶
雲
元
（
７
０
４
）
年
、
文
武
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
、

真
応

し
ん
の
う

上し
ょ
う

人に
ん

が
建
立
し
聖
観
音
を
安
置
し
た
の
が
始
ま
り

で
、
往
時
は
阿
弥
陀
堂
、
薬
師
堂
な
ど
を
控
え
た
大
寺

院
で
し
た
が
、
兵
火
や
雷
火
に
遭
い
、
多
く
の
堂
宇
を

焼
失
し
現
在
の
本
堂
は
江
戸
中
期
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

■
必
ず
願
い
事
が
成
り
合
う
庶
民
信
仰
の
寺

「
今
昔
物
語
」
に
次
の
よ
う
な
霊
験
譚
が
の
っ
て
い若狭富士とも呼ばれる美しい青葉山中腹にある松尾寺本堂
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ま
す
。
一
人
の
僧
が
冬
の

間
こ
の
寺
に
籠
っ
て
修
行

中
の
事
、
つ
い
に
食
料
も

底
を
つ
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。
死
を
予
感
し
た
僧
が

観
音
様
に
祈
る
と
、
傷
つ

い
た
鹿
が
堂
の
外
に
倒
れ

て
い
る
の
を
見
つ
け
、
肉

食
は
仏
の
道
に
反
す
る
行

い
で
す
が
、
鹿
の
腿
肉
を

削
ぎ
取
っ
て
鍋
で
煮
て
食

べ
て
し
ま
い
ま
す
。
や
が

て
雪
も
溶
け
心
配
し
た
里

徳川家光時代に農民
が雨乞いを祈願して
作らせた左甚五郎作
の「真向の龍」

入
母
屋
造
り
の
本
堂
。
正
面
に
千
鳥
破
風
、
向
拝
に
唐
破
風
が
施
さ
れ
て
い
ま
す

■
渡
来
僧
の
威
光
上
人
が
創
建
の
山
寺

福
井
県
側
か
ら
望
見
す
る
と
、
東
西
に
並
び
立
つ
双

峰
が
ひ
と
つ
に
重
な
り
「
若
狭
富
士
」
と
も
呼
ば
れ
る

秀
麗
な
山
容
を
見
せ
る
青
葉
山
。
し
か
し
一
方
で
、
か

つ
て
は
火
炎
を
吐
き
出
し
、
日
本
海
へ
そ
の
噴
流
を
注

い
で
壮
絶
な
水
煙
を
上
げ
て
い
た
死
火
山
と
し
て
の
一

人
が
堂
を
訪
れ
る
と
、
鍋
の
中
に
は
木
屑
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
だ
け
で
す
。
驚
い
た
僧
が
本
尊
を
振
り
返
る

と
、
仏
像
の
股
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
の
に
気
づ
き
、

自
分
が
食
べ
た
肉
は
ご
本
尊
の
腿
肉
で
あ
っ
た
こ
と
を

悟
り
、
自
ら
の
罪
深
さ
に
一
心
に
経
を
唱
え
る
と
欠
け

た
部
分
に
木
屑
が
収
ま
り
、
元
に
戻
り
ま
す
。
こ
う
し

て
仏
像
が
元
通
り
に
成
り
合
っ
た
の
で
「
成
合
寺
」、
さ

ら
に
転
じ
て
「
成
相
寺
」
と
名
付
け
ら
れ
た
と
伝
え
ら

れ
ま
す
。
以
来
、
願
い
事
が
必
ず
成
り
合
う
寺
と
し
て

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

成
相
山
展
望
台
か
ら
天
橋
立
を
の
ぞ
む
「
股
の
ぞ
き
」

鋳
造
中
の
悲
話
を
秘
め
、
以
来
つ
か
れ
た
こ
と
が
な
い
伝
説
の
「
撞
か
ず
の
鐘
」



5月8日の花祭に奉納される珍しい仏舞

面
を
持
ち
、
早
く
か
ら
修
験
道
の
行
場
と
し
て
人
々
の

魂
を
清
め
た
地
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
山
を
眺
め
た
唐
僧
、
威い

光こ
う

上し
ょ
う

人に
ん

が
祖
国
の
霊

峰
馬ば

耳じ

山
を
思
い
出
し
、
中
腹
の
松
の
木
の
下
で
読
経

を
唱
え
る
と
馬
頭
観
音
が
現
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
和

銅
元
（
７
０
８
）
年
、
こ
こ
に
草
庵
を
結
ん
だ
の
が
松

尾
寺
の
起
こ
り
で
す
。
寺
号
は
松
の
大
樹
に
ち
な
む
も

の
で
す
。

■
西
国
札
所
唯
一
の
馬
頭
観
音

寺
伝
に
よ
る
と
、
青
葉
山
の
山
麓
に
住
む
春
日
為
光

た
め
み
つ

と
い
う
漁
師
が
、
遭
難
し
た
海
で
流
木
に
姿
を
変
え
た

6

宝形造りの珍しい松尾寺本堂。台石は溶岩

松尾寺は西国霊場の札所で唯一、本尊が馬頭観世音菩
薩です。写真は本尊お前立馬頭観世音像

京都府と福井県境にそびえ、若狭富士とも呼ばれる青葉山（参道入口からのぞむ）

馬
頭
観
音
に
助
け
ら
れ
た

と
う
話
も
残
っ
て
い
ま
す
。

本
尊
は
為
光
が
刻
ん
だ
も

の
と
さ
れ
、
そ
の
胎
内
に

威
光
上
人
が
刻
ん
だ
像
が

収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

頭
上
に
馬
を
載
せ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
畜
産
の
発

展
や
交
通
安
全
を
願
う

人
々
、
あ
る
い
は
競
馬
関

係
者
の
信
仰
を
多
く
集
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
５
月
８
日

の
花
祭
に
奉
納
さ
れ
る
仏

舞
は
、
６
人
の
舞
人
が
大

日
、
阿
弥
陀
、
釈
迦
の
三

如
来
像
の
面
を
付
け
、
越え

天
楽

て
ん
ら
く

に
あ
わ
せ
て
優
雅
に

舞
踊
り
ま
す
。

納経所のある本坊前の池
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●
国
指
定
重
文
・
旧
三
上
家
住
宅

●
知
恵
の
輪
灯
籠

●
引
揚
記
念
館
・
引
揚
記
念
公
園

●
赤
れ
ん
が
博
物
館

●成相山「成相寺」

●青葉山「松尾寺」京都府舞鶴市松尾
532 0773-62-2900
■入山無料■御詠歌
そのかみは幾世経ぬ
らん便りをば千歳も
ここに松の尾の寺■
交通 JR小浜線松尾
寺駅下車、徒歩50分。
または、駅前で回送
タクシーを申し込み
8分■拝観8時～17時

●成相瓢箪

京都府宮津市字成相
寺339 0772-27-0018
■入山料500円■御
詠歌 波の音松のひ
びきも成相の風ふき
わたす天の橋立■交
通 北近畿タンゴ鉄
道天橋立駅下車、観
光船12分、ケーブル
カー4分、登山バス6
分■拝観8時～17時

天橋立観光協会　　0772-22-0670
http://www.amanohashidate.jp
舞鶴観光協会　　0773-66-1024
http://www.maizuru-kanko.net/

知恵の文殊さんと親しまれている智恩寺境
内にあり古来、舟航の安全に備えた輪灯籠
なのですが、輪をくぐり抜けた者は知恵を
授かる御利益があるといわれています。

城下町として栄えた宮津には、旧家などが
多く残り、三上家住宅は江戸時代の商家で、
外観は漆喰の壁で覆われ座視鑑賞の庭園も
見事です。 0772-22-7529 9時～17時　　

れんがをテーマとした世界に類のない博物
館。建物は旧海軍の魚形水雷庫として明治
36年に建てられ現存する鉄骨れんが造りで
は日本最古。 0773-66-1095 9時～17時

「岸壁の母」の歌とともに全国に知られる
引き揚げのまち舞鶴。記念館に展示されて
いる貴重な資料は、訪れる人々に平和の尊
さを語りかけます。 0773-68-0836

瓢箪
ひょうたん

は家族の厄よけとして縁起
が良く、運を招き入れ、無病息災
のお守りとして幸せを与えてく
れると言われます。成相寺の御
宝印入りの地元特産の瓢箪です。
成相みやげ物店　千成　裏参道
（車道）沿い　　0772-27-1333
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太田　郁次さん（76歳）＜君津市＞

現在、全日本弓道連盟名誉会員、君津市
弓道会参与を務めています。弓号は紫香

28
ｍ
先
の
的
を
狙
い
ま
す
。

な
か
な
か
の
粋
人
で
、
革
工
芸
、
七
宝
焼
、

銅
工
芸
、
甲
冑
作
り
、
生
け
花
と
、
い
ず
れ

も
玄
人
は
だ
し
。
甲
冑
作
り
は
、
君
津
市
教

育
委
員
会
の
依
頼
で
公
民
館
講
座
の
講
師
を

勤
め
、
講
座
終
了
後
に
生
徒
が
自
主
的
に
運

営
す
る
サ
ー
ク
ル
活
動
の
指
導
も
行
っ
て
い

ま
す
。
秋
の
久
留
里
城
ま
つ
り
で
は
、
生
徒

が
手
作
り
の
甲
冑
を
身
に
着
け
て
武
者
行
列

に
参
加
し
ま
す
。

新
日
本
製
鐵
㈱
君
津
製
鐵
所
退
職
直
後
の

昭
和
61
年
春
、
清
和
短
大
附
属
高
校
に
請
わ

れ
て
弓
道
部
の
講
師
に
就
任
。
以
来
18
年
、

と
誰
か
ら
も
好
か
れ
る
人
柄
が
買
わ
れ
、
５

年
後
に
君
津
弓
友
会
を
創
設
。
同
48
年
５
段

に
昇
格
。
退
職
前
の
60
年
に
教
師
の
資
格
が

与
え
ら
れ
る
錬
士
に
合
格
し
、
清
和
短
大
付

属
高
校
へ
誘
わ
れ
ま
し
た
。

高
校
で
の
指
導
は
１
回
約
１
時
間
で
、
１

校
に
週
２
日
ず
つ
の
合
計
６
日
間
。
そ
の
ほ

か
週
４
日
間
、
午
前
中
に
市
体
育
館
の
弓
道

場
で
弓
を
引
き
ま
す
。
約
２
時
間
で
20
本
の

矢
を
、
静
か
に
呼
吸
を
整
え
姿
勢
を
正
し
て

同
校
の
ほ
か
県
立
木
更
津
高
校
、

同
天
羽
高
校
の
弓
道
師
範
と
し

て
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

「
学
校
弓
道
は
体
育
的
効
果
と

徳
育
的
な
効
果
が
あ
る
」
と
太

田
さ
ん
。
そ
の
一
つ
が
知
的
発

達
に
役
立
つ
集
中
力
を
養
い
、

も
う
一
つ
は
先
輩
・
後
輩
の
良

好
な
関
係
を
築
く
効
果
で
す
。

弓
道
は
心
と
技
の
鍛
錬
に
重

点
を
置
い
た
ス
ポ
ー
ツ
と
も
い

わ
れ
ま
す
。「
単
に
的
を
狙
い

射
当
て
る
だ
け
で
な
く
、
心
の

正
し
さ
を
求
め
る
行
で
す
」と
。

昭
和
３
年
生
ま
れ
の
太
田
さ
ん

は
、
36
歳
の
同
40
年
２
月
に
君

津
製
鐵
所
の
第
一
陣
と
し
て
赴

任
。
早
速
社
内
に
弓
道
部
を
立

ち
上
げ
、
当
時
君
津
町
役
場
の

弓
道
場
を
借
り
て
一
緒
に
練
習

し
ま
し
た
。
持
ち
前
の
行
動
力

43
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病
は
記
憶
力
や
思
考
力
を
悪
く
す
る
た
め
、
痴
呆
症

と
間
違
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

木
村
　
直
人

千
葉
県
医
師
会
編
集
広
報
委
員
・
　
社
団
直
樹
会
磯
ヶ
谷
病
院

や
す
い
病
気
で
す
。
し
か
し
、
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
る

と
肺
炎
と
な
り
治
り
づ
ら
く
な
る
の
と
同
様
に
、
う

つ
病
も
こ
じ
ら
せ
る
と
治
り
づ
ら
く
な
り
ま
す
。
早

期
発
見
、
早
期
治
療
が
必
要
で
す
。
う
つ
病
か
と
思

っ
た
と
き
に
は
、
早
め
に
精
神
科
に
か
か
る
必
要
が

あ
る
で
し
ょ
う
。

(社)

協
力
・

千
葉
県
医
師
会

(社)

(医)

う
つ
病
は
10
人
に
１
人
は
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い

る
ほ
ど
、
よ
く
か
か
る
一
般
的
な
病
気
で
す
。
特
に

高
齢
者
の
場
合
は
、
配
偶
者
や
親
友
な
ど
自
分
に
と

っ
て
か
け
が
え
の
な
い
人
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

親
子
や
嫁
姑
な
ど
の
家
族
関
係
の
こ
じ
れ
、
仕
事
を

失
っ
た
り
、
身
体
の
衰
え
な
ど
、
う
つ
病
の
原
因
と

な
る
ス
ト
レ
ス
が
多
い
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
う
つ

う
つ
病
は
単
に
気
が
沈
む
、
暗
く
な
る
、
元
気
が

な
く
な
る
と
い
っ
た
だ
け
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、
頭
痛
、
頭
重
感
、
め
ま
い
、
か
す
み
目
、

耳
鳴
り
、
の
ど
の
渇
き
、
味
覚
が
お
か
し
く
な
っ
た
、

肩
こ
り
、
胸
部
圧
迫
感
、
動
悸
、
息
切
れ
、
胃
の
も

た
れ
感
、
腹
部
膨
満
感
、
頻
尿
、
排
尿
困
難
、
手
足

の
し
び
れ
、
冷
感
、
関
節
痛
、
手
足
の
痛
み
、
睡
眠

障
害
、
疲
労
感
、
倦
怠
感
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
身
体

的
症
状
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
精
神

科
で
は
な
く
、
ほ
か
の
科
に
か
か
っ
て
い
る
場
合
が

多
い
の
で
す
。
特
別
な
異
常
は
な
い
と
言
わ
れ
た
り
、

な
か
な
か
良
く
な
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、
精
神
科
を

受
診
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

う
つ
病
は
「
心
の
風
邪
」
と
言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
、

誰
も
が
か
か
る
病
気
で
す
。
そ
し
て
、
比
較
的
治
り
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か
つ
て
大
亀
や
ウ
ナ
ギ
、
妖
怪
ま
で
も

が
住
ん
で
い
た
と
言
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち

の
歓
声
で
包
ま
れ
た
伝
説
の
滝
が
復
活
し

ま
し
た
。
小
湊
鉄
道
里
見
駅
の
裏
手
か
ら

約
２
㎞
、
砂
利
採
取
場
の
途
切
れ
た
市
原

市
万
田
野
の
山
中
に
水
を
満
々
と
た
た
え

る
「
土
太
郎
の
滝
」
が
そ
れ
。
同
市
飯
給

生
ま
れ
の
松
本
靖
彦
・
市
体
協
専
務
理
事

ら
の
呼
び
か
け
に
地
元
住
民
や
学
校
長
、

記念館内部。近くに生家や記念碑・墓があります

野
田
市
「
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
」（
旧
関

宿
町
役
場
）
５
階
に
13
世
名
人
関
根
金
次

郎
の
記
念
館
が
オ
ー
プ
ン
し
、
将
棋
フ
ァ

ン
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
金
次
郎
は

１
８
６
８
（
慶
応
４
）
年
、
東
葛
飾
郡
東

宝
珠
花
（
現
在
の
野
田
市
東
宝
珠
花
）
の

生
ま
れ
。
名
人
就
任
後
は
、
３
４
０
年
間

続
い
た
世
襲
制
、
終
身
制
を
廃
止
し
、
選

手
権
に
よ
る
実
力
名
人
制
を
制
定
。
記
念

近
代
史
の
中
で
東
京
防
衛
の
一
翼
を
担

っ
た
館
山
市
内
に
は
、
貴
重
な
戦
争
遺
跡

が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
重
要
な

生
徒
ら
10
数
人
が
集
ま
り
、
約
２
週
間
か

け
て
荒
れ
放
題
だ
っ
た
竹
藪
や
倒
木
を
片

付
け
、
古
タ
イ
ヤ
や
ド
ラ
ム
缶
な
ど
２
ｔ

ト
ラ
ッ
ク
に
５
台
分
の
ご
み
を
回
収
。
毎

年
４
月
29
日
の
み
ど
り
の
日
に
開
か
れ
る

ワ
ン
デ
ー
マ
ー
チ
15
㎞
コ
ー
ス
か
ら
、
落

差
約
15
ｍ
、
水
を
３
段
に
落
と
す
市
内
で

も
珍
し
い
滝
が
望
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
松
本
さ
ん
ら
有
志
は
看
板
を
立
て
た

り
、
定
期
的
に
滝
を
見
回
る
な
ど
、
自
然

と
い
う
地
域
の
財
産
を
ご
み
で
汚
さ
な
い

よ
う
見
守
っ
て
い
ま
す
。

赤
山
地
下
壕
跡（
館
山
市
宮
城
）は
、
市
が

平
和
学
習
に
役
立
て
る
た
め
調
査
・
整
備

し
、
本
年
４
月
か
ら
公
開
し
て
い
ま
す
。

延
長
約
1.6
km
の
う
ち
の
２
５
０
ｍ
が
見

学
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
幅
は
３
ｍ

ほ
ど
。
旧
館
山
海
軍
航
空
隊
が
使
っ
た
地

下
壕
で
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
築
か
れ
た

と
考
え
ら
れ
、
病
院
の
施
設
な
ど
も
あ
っ

た
と
い
う
証
言
も
あ
り
ま
す
が
、
関
連
の

史
料
が
ま
だ
ほ
と
ん
ど
発
見
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
今
後
、
よ
り
詳
し
い
調
査
・
研
究

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

館
に
は
、
愛
用
の
将
棋
盤
、
駒
や
名
人
直

筆
の
免
状
な
ど
、
ゆ
か
り
の
品
や
文
献
、

写
真
が
展
示
。
対
局
室
も
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
＝
野
田
市
関
宿
商
工
会

０
４（
７
１
９
８
）０
１
６
１

【
交
通
】
東
武
野
田
線
野
田
市
駅
か
ら
野

田
市
「
豆
バ
ス
」
北
ル
ー
ト
、
い
ち
い
の

ホ
ー
ル
下
車
徒
歩
１
分

【
開
館
時
間
】
展
示
室
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
　
対
局
室
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

【
休
館
】
火
曜
日（
祝
日
の
場
合
を
除
く
）、

年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

周辺住民や有志の協力で甦った土太郎の滝

開壕時間　４月～11月 10:00～16:00（受付15:30まで）12月～３月 10:00～15:00（受付14:30まで）
休 壕 日　第３火曜日（休日の場合はその翌日）、12／29～1／3
交　　通　JR館山駅からバス約10分、宮城バス停下車徒歩約3分
★入壕の際は豊津ホールで受付。見学無料。小学生以下は付添人が必要。
お問い合わせ　豊津ホール　0470-24-1911 館山市教育委員会生涯学習課　0470-22-3698

赤
山
地
下
壕
跡
入
口
。
壕
内

は
照
明
や
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
が

つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
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解
体
修
理
を
終
え
た
市
原
市
・
国
分
寺

の
金
剛
力
士
立
像
（
仁
王
像
）
２
体
が
９

月
末
日
、
７
か
月
ぶ
り
に
里
帰
り
し
山
門

に
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

修
理
は
３
月
３
日
か
ら
、
市
文
化
財
審

議
委
員
で
慶
応
大
学
名
誉
教
授
・
紺
野
敏

文
氏
の
指
導
を
受
け
、
東
京
都
台
東
区
の

修
理
仏
師
・
石
井
幹
男
氏
の
手
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
紺
野
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
阿

形
像
の
制
作
年
代
は
当
初
考
え
ら
れ
て
い

た
鎌
倉
時
代
よ
り
も
新
し
い
南
北
朝
時
代

（
１
３
３
３
〜
９
２
）
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。
吽
形
像
は
、
台
座
に
残
さ

れ
た
墨
書
か
ら
江
戸
時
代
後
期
の
寛
政
年

間
（
１
７
８
９
〜
１
８
０
１
）
に
作
ら
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
仁
王

像
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
お
寺
に
伝
承
が

な
い
の
で
不
明
で
す
。

【
交
通
】
JR
五
井
駅
か
ら
国
分
寺
台
行
き

小
湊
鉄
道
バ
ス
市
役
所
下
車
徒
歩
約
５
分
。

同
事
業
は
、
千
葉
県
を
代
表
す
る
み
や
げ

品
を
開
発
し
、
観
光
の
振
興
と
経
済
の
活

性
化
を
図
る
た
め
平
成
15
年
に
始
ま
っ
た

県
の
事
業
で
、
菓
子
、
水
産
加
工
品
、
民

芸
な
ど
７
企
業
８
開
発
品
が
出
品
。
市
場

性
、
独
自
性
、
千
葉
ら
し
さ
、
実
現
の
可

能
性
な
ど
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。「
ど
ら

焼
三
彩
」
は
県
産
の
落
花
生
、
び
わ
、
大

納
言
入
り
の
３
種
類
の
詰
め
合
わ
せ
。

「
味
彩
ク
ッ
キ
ー
」
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な

ど
９
種
類
の
植
物
か
ら
の
抽
出
エ
キ
ス
を

使
っ
た
ク
ッ
キ
ー
セ
ッ
ト
。
２
回
目
の
今

年
度
審
査
会
は
平
成
17
年
１
月
下
旬
。

お
問
い
合
わ
せ
＝
県
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
課
　
０
４
３（
２
２
３
）２
４
１
９
　

税理士
が個別

に

お応え
します

実　施　店

本 店 営 業 部

柏ローンプラザ

船橋駅前支店

本 八 幡 支 店

実　施　日

毎月18日

毎月第２金曜日

毎月８日

毎月16日

時 間

10:00

〜

15:00

お問い合わせ先

043-222-2121

04-7163-7272

047-422-5501

047-378-2511

の

所
。
千
葉
市
の
亀
田
総
合
病
院
附
属
幕
張

ク
リ
ニ
ッ
ク

０
４
３（
２
９
６
）２
７
１

１
、
最
成
病
院
ヘ
ル
ス
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

０
４
３（
２
５
７
）８
１
１
１
、
長
洲
柏
戸

ク
リ
ニ
ッ
ク
　
０
４
３（
２
２
１
）５
５
６

６
、
船
橋
市
の
高
良
消
化
器
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
　
０
４
７（
４
２
６
）１
３
３
５
。

検
査
料
金
は
３
千
〜
５
千
円
。
希
望
者

か
ら
約
５
ml
の
血
液
を
採
取
し
、
２
〜
３

週
間
で
結
果
が
判
明
し
ま
す
。

千
葉
大
学
医
学
部
は
今
春
か
ら
、
県
内

４
医
療
機
関
で
血
液
検
査
に
よ
る
早
期
が

ん
発
見
の
臨
床
研
究
を
始
め
ま
し
た
。
発

見
が
難
し
い
と
さ
れ
る
早
期
が
ん
を
、
抗

体
を
用
い
て
検
査
す
る
世
界
初
の
検
査
方

法
で
す
。
同
大
医
学
研
究
院
先
端
応
用
外

科
で
は
「
発
見
率
を
70
〜
80
％
程
度
ま
で
に

高
め
る
重
要
な
臨
床
研
究
で
、
ほ
と
ん
ど

の
種
類
の
が
ん
発
見
が
可
能
で
す
」。
検

査
を
受
診
で
き
る
医
療
機
関
は
次
の
４
か

第
１
回
観
光
み
や
げ
品
開
発
事
業
奨
励

賞
に
㈱
房
洋
堂
「
ど
ら
焼
三
彩
」
と
日
本

早期がん発見の臨床研究を始めた千葉大学医学部

修理後の金剛力士立像がおさまる国分寺の仁王門

15年度観光みやげ品開発

事業奨励賞に輝いた２品。

上／どら焼三彩。右／植

物グルメ味彩クッキー

サ
ー
ナ
㈱
「
植
物
グ

ル
メ
味
彩
（
あ
じ
さ

い
）
ク
ッ
キ
ー
」
が

選
ば
れ
、
奨
励
賞
及

び
奨
励
金
50
万
円
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
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ち
ば
の
THE

FIRST

STORY

IN  CHIBA

え
る
と
、
数
百
年
に
わ
た
っ
て
被
害
を
受
け
ず

に
生
育
し
て
い
る
こ
と
の
方
が
稀
。
一
帯
は
鳥

獣
保
護
区
域
で
あ
り
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
ニ
ホ
ン

ザ
ル
、
リ
ス
、
キ
ジ
、
カ
ワ
セ
ミ
な
ど
、
多
く

の
動
物
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

妙
見
山
の
山
懐
に
あ
る
清
澄
寺
は
、
寺
伝
に

よ
る
と
７
７
１
（
宝
亀
２
）
年
に
小
堂
が
営
ま

れ
開
山
し
ま
し
た
。
鎌
倉
仏
教
の
偉
人
日
蓮
は

１
２
２
２
（
承
久
４
）
年
、
同
小
湊
の
生
ま
れ
。

１
２
３
３
（
天
福
元
）
年
５
月
12
日
、
12
歳
の

と
き
に
清
澄
寺
に
入
り
道
善
法
師
に
師
事
。
16

歳
で
出
家
得
度
し
、
各
宗
派
の
奥
義
を
学
ん
だ

後
の
１
２
５
３
（
建
長
５
）
年
４
月
28
日
、
32

歳
の
と
き
に
帰
山
し
ま
し
た
。

【
交
通
】
JR
安
房
天
津
駅
か
ら
清
澄
温
泉
行
き

路
線
バ
ス
18
分
、
清
澄
寺
下
車
。

鴨
川
日
東
バ
ス
　
０
４
７
０（
９
２
）１
２
３
４

房
総
丘
陵
の
一
角
、
天
津
小
湊
町
清
澄
の
妙

見
山
の
ス
ギ
林
は
15
世
紀
末
に
植
え
ら
れ
た
と

伝
え
ら
れ
、
学
術
的
な
調
査
研
究
が
行
わ
れ
た

範
囲
内
で
は
日
本
最
古
の
ス
ギ
の
人
工
林
で
あ

る
と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
東
京
大
学
大
学
院

附
属
演
習
林
の
調
査
に
よ
る
と
、
そ
の
森
林
面

積
は
約
３
ha
。
山
頂
に
近
い
標
高
３
１
５
ｍ
か

ら
山
頂
ま
で
の
間
に
ス
ギ
の
超
高
齢
林
が
あ

り
、
伐
採
さ
れ
た
上
層
木
の
跡
に
逐
次
下
層
木

が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
上
層
木
は
、
今
か
ら

４
０
０
年
以
上
前
に
数
十
年
の
期
間
に
わ
た
り

順
次
植
え
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
層
木
は
合
計
で
３
０
１
本
。
こ
の
う
ち
ス

ギ
の
老
齢
大
径
木
が
２
５
５
本
で
ト
ッ
プ
。
モ

ミ
は
５
本
。
広
葉
樹
が
41
本
。
広
葉
樹
の
内
訳

は
ア
カ
ガ
シ
25
本
、
ス
ダ
ジ
イ
７
本
、
シ
ロ
ダ

清
澄
寺
の
寺
領
と
し
て
厚
く
保
護
さ
れ
て
き
た
妙
見
山
の
ス
ギ
の
人
工
林

モ
３
本
、
ケ
ヤ
キ
３
本
、
そ

の
他
。
ス
ギ
の
老
齢
大
径
木

の
う
ち
健
全
木
は
27
・
５
％

の
70
本
。
同
地
域
が
台
風
の

通
過
地
点
で
あ
る
こ
と
を
考

清澄寺の境内にそびえるスギの霊木。樹齢は不明。根回り
約17.5ｍ、目通り約14ｍ、樹高約47ｍ。国指定天然記念物
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準
原
点
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
の
１
の

１
）
設
置
へ
と
受
け
継
が
れ
た
点
で
す
。

02
年
11
月
、
研
究
会
は
土
木
技
師
リ
ン
ド
の

多
大
な
功
績
を
理
解
し
、
郷
土
の
歴
史
遺
産
で

あ
る
原
標
石
の
保
存
お
よ
び
周
知
徹
底
を
目
的

と
し
て
設
立
。
04
年
２
月
、
日
蘭
友
好
に
尽
く

し
表
彰
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
作
家

で
監
督
の
ル
イ
・
フ
ァ
ン
・
ハ
ス
テ
レ
ン
氏
の

授
賞
式
に
招
か
れ
、
有
志
３
人
は
リ
ン
ド
の
調

査
研
究
を
兼
ね
て
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
市
を
訪

問
。
今
後
は
リ
ン
ド
顕
彰
碑
の
建
設
、
レ
リ
ー

フ
の
展
示
、
リ
ン
ド
を
描
い
た
ハ
ス
テ
レ
ン
監

督
の
映
画
上
映
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
＝
銚
子
リ
ン
ド
研
究
会
・
仲

田
博
史
会
長
　
０
４
７
９（
２
５
）２
５
１
１

銚
子
市
・
飯
沼
観
音
の
境
内
に
設
置
さ
れ
た

「
水
準
原
標
石
」
は
、
日
本
で
最
初
の
河
川
測

量
に
使
っ
た
基
点
で
、
そ
の
意
義
や
オ
ラ
ン
ダ

人
技
師
の
功
績
な
ど
が
地
元
有
志
ほ
か
の
研
究

会
で
少
し
ず
つ
解
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
政
府
の
招
き
で
来
日
し
た
技
師
ア
イ
ザ

ッ
ク
・
ア
ン
ネ
・
リ
ン
ド
は
１
８
７
２
（
明
治

５
）
年
12
月
、
調
査
の
結
果
、
銚
子
市
飯
沼
観

音
境
内
に
水
準
原
標
石
を
設
置
。
こ
れ
を
水
準

測
量
の
零
点
と
定
め
ま
し
た
。
同
じ
く

利
根
川
、
新
利
根
川
、
江
戸
川
に
設
け

た
11
か
所
の
量
水
標
と
飯
沼
原
標
石
と

の
差
を
調
べ
、
各
所
の
高
低
を
測
定
し

ま
し
た
。
リ
ン
ド
は
、
洪
水
な
ど
で
失

わ
れ
た
場
合
で
も
再
現
で
き
る
よ
う
、

永
久
測
点
と
し
て
「
水
準
原
標
石
」
を

飯
沼
観
音
境
内
に
埋
め
込
み
ま
し
た
。

銚
子
リ
ン
ド
研
究
会
（
仲
田
博
史
会

長
）
に
よ
る
と
原
標
石
設
置
の
意
義
は

３
つ
。
１
つ
は
近
代
的
な
測
量
技
術
を

日
本
に
も
た
ら
し
た
点
。
２
つ
目
は
原

標
石
を
基
点
と
し
て
利
用
水
系
の
水
準

原
点
を
定
め
、
水
位
観
測
や
標
高
測
定

を
経
て
河
川
計
画
作
成
の
手
順
を
確
立

し
た
点
。
３
つ
目
が
、
現
在
の
日
本
水

飯
沼
観
音
境
内
に
埋
め
ら
れ
た
70
㎝
角
の
原
標
石
。
平
成
11
年
に
柵
と
説
明
板
を
設
置

オランダ・ハーグ市を訪問した際、明治時代の銚子に大きな足跡を
残したオランダ人技師リンドの墓を参拝
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◆
選
・
指
導
　

名
取

里
美
（
俳
人
）

東
金
市
　
　
石
田
　
　
要

素
直
な
作
品
で
す
。作
者
の
そ
の
と
き
の
お
心
持
ち
が
、

伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。「
和
ら
か
き
」
を
「
や
は
ら
か

き
」
に
変
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
平
仮
名
の
方

が
も
っ
と
や
わ
ら
か
く
感
じ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
俳
句

は
短
い
の
で
表
記
に
も
こ
だ
わ
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

《
添
削
例
》
や
は
ら
か
き
日
差
し
に
芽
吹
く
猫
柳

安
房
郡
千
倉
町
　
鈴
木
　
祈
與

冬
の
情
景
の
お
も
し
ろ
い
切
り
取
り
方
の
作
品
で
す
。

日
常
、
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
情
景
を
お
上
手
に
俳
句
に
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。
雀
と
人
が
こ
ん
な
に
し
ゃ
れ
た
作
品

に
な
る
の
で
す
ね
。
こ
の
ま
ま
で
良
い
と
思
い
ま
す
が
、

「
人
」
を
ご
自
身
に
し
て
も
実
感
が
こ
も
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

《
添
削
例
》
寒
雀
吹
き
だ
ま
り
我
着
ぶ
く
れ
て

千
葉
市
　
進
藤
　
道
子

春
の
山
は
刻
一
刻
に
変
化
し
て
ゆ
き
ま
す
。
雨
上
が
り

の
山
に
ふ
く
ら
み
を
感
じ
ら
れ
た
作
者
の
感
性
に
拍
手
で

す
。「
も
の
の
芽
」
と
い
う
季
語
は
、
そ
れ
だ
け
で
萌
え

て
い
る
こ
と
を
い
う
の
で
省
略
し
て
み
ま
す
。

《
添
削
例
》
ひ
と
雨
に
山
の
ふ
く
ら
む
物
芽
か
な

柏
市
　
吉
田
　
和
夫

散
っ
て
ゆ
く
花
び
ら
。「
惜
し
み
な
く
風
に
吹
か
れ
て
」

が
作
者
の
発
見
で
あ
り
手
柄
で
す
。
桜
の
花
の
は
か
な
さ

と
い
う
よ
り
堂
々
と
し
た
桜
の
散
り
際
の
潔
さ
が
詠
ま
れ

て
い
る
立
派
な
作
品
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
も
良
い
の
で
す

が
、「
吹
か
れ
て
」
の
「
て
」
が
少
し
説
明
的
で
お
気
に

な
る
よ
う
で
し
た
ら
、次
の
よ
う
な
書
き
方
も
あ
り
ま
す
。

《
添
削
例
》
惜
し
み
な
く
風
に
吹
か
る
る
桜
ち
る

市
原
市
　
　
澤
　
省
三

蓬
よ
も
ぎ

摘
み
で
屈
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

日
に
暖
ま
っ
た
背
中
。
ほ
の
か
な
の
が
う
れ
し
い
ひ
と
と

き
で
す
。
少
し
こ
と
ば
を
と
と
の
え
て
、
次
の
よ
う
に
す

っ
き
り
さ
せ
て
み
ま
し
た
。
動
詞
を
な
く
す
こ
と
で
簡
潔

し
て
調
べ
が
さ
ら
に
良
く
な
り
ま
す
。

《
添
削
例
》
日
の
背せ

な

の
ほ
の
か
な
ぬ
く
み
蓬
摘
み

印
旛
郡
栄
町
　
五
十
嵐
　
三
郎

囀
さ
え
ず
り

の
あ
が
る
利
根
川
を
生
き
生
き
と
詠
ま
れ
た
作
品
で

す
。
囀
を
抱
き
と
い
う
擬
人
法
も
成
功
し
て
い
ま
す
。
一

句
の
中
で
切
れ
が
や
や
弱
い
の
で
、
切
字
を
使
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

《
添
削
例
》
利
根
川
の
囀
抱
き
光
り
け
り

船
橋
市
　
笹
川
　
一
夫

春
の
夜
明
け
。
鳥
は
早
起
き
で
す
か
ら
明
け
方
か
ら
活

動
を
始
め
ま
す
。
作
者
は
朝
焼
の
寄
り
添
う
雀
を
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
ほ
ほ
え
ま
し
い
雀
で
す
ね
。
柿
若
葉
の
や
わ

ら
か
な
緑
も
ま
ぶ
し
い
朝
で
す
。「
明
け
く
る
や
」
で
切

る
と
、
一
句
の
中
で
二
回
切
れ
て
し
ま
う
の
で
次
の
よ
う

に
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

《
添
削
例
》
朝
焼
の
雀
寄
り
そ
ふ
柿
若
葉

市
川
市
　
瀧
口
　
八
重
子

微
妙
な
と
こ
ろ
を
詠
ま
れ
て
い
る
作
品
で
す
。
盆
提
灯

か
何
か
の
あ
か
り
に
照
ら
さ
れ
た
お
兄
さ
ま
の
影
が
別
の

盆
提
灯
に
映
り
つ
つ
、
そ
の
提
灯
は
灯
っ
て
い
る
と
い
う

状
況
だ
と
思
い
ま
す
。
作
者
の
静
か
な
感
動
が
伝
わ
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
も
良
い
と
思
い
ま
す
が
、「
灯
る
」

を
消
し
て
も
灯
の
つ
い
た
盆
提
灯
は
想
像
で
き
ま
す
。

《
添
削
例
》
兄
の
影
あ
は
く
重
な
る
盆
提
灯
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市
原
市
　
秋
田
　
吉
衛

水
芭
蕉
の
咲
く
尾
瀬
ケ
原
を
歩
い
て
い
る
と
こ
ろ
。
光

も
空
気
も
さ
わ
や
か
な
そ
の
景
観
に
ど
っ
ぷ
り
と
ひ
た

り
、
作
者
は
十
分
に
満
足
を
し
て
い
る
。
そ
の
感
じ
が
よ

く
出
て
い
る
。

《
添
削
例
》
ゆ
っ
く
り
と
木
道
歩
く
尾
瀬
ケ
原

池
塘
の
め
ぐ
り
水
芭
蕉
咲
く

館
山
市
　
石
原
　
稜
子

黄
色
の
葉
を
潔
く
落
と
し
た
冬
木
の
銀
杏
に
は
不
思
議

な
感
じ
が
伴
う
。
そ
れ
を
「
鼓
動
し
て
」「
浮
き
立
つ
」

と
見
て
い
る
の
は
感
受
す
る
ど
い
。

《
添
削
例
》
裸
木
は
鼓
動
す
る
ら
し
朝
空
に

銀
杏
の
古
木
浮
き
立
ち
て
見
ゆ

鴨
川
市
　
小
原
　
秀
子

里
山
の
麓
の
村
落
の
感
じ
が
的
確
に
表
現
さ
れ
て
い

て
、
懐
か
し
い
風
景
で
も
あ
る
。「
翳か

げ

む
ら
さ
き
」
は
感

覚
的
な
把
握
で
悪
く
な
い
が
、
や
や
細
か
く
も
な
る
。

《
添
削
例
》
里
山
の
麓
の
家
は
灯
の
と
も
り

辺
り
む
ら
さ
き
に
暮
れ
て
ゆ
く
な
り

佐
倉
市
　
岡
　
　
皎

長
く
連
れ
合
っ
た
身
近
な
「
君
」
が
元
気
に
古
稀
を
迎

え
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
歌
。
感
謝
の
思
い
も
余
情
と
し

て
出
て
い
る
の
が
よ
い
。

《
添
削
例
》
め
ぐ
り
合
い
生
き
て
い
く
と
せ
傍
ら
の

君
す
こ
や
か
に
古
稀
を
迎
え
る

船
橋
市
　
石
井
　
政
克

お
そ
ら
く
学
校
の
課
題
と
し
て
出
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

家
族
の
う
ち
の
戦
争
体
験
を
孫
が
作
文
に
書
い
て
い
る
と

こ
ろ
に
重
い
意
味
が
あ
る
。
祖
父
で
あ
る
作
者
の
単
純
な

ら
ぬ
心
境
も
窺
え
る
。

※
６
月
30
日
ま
で
に
到
着
し
た
も
の
の
中
か
ら
掲
載
し
ま
し
た
。

次
回
の
締
め
切
り
は
平
成
16
年
12
月
31
日
で
す
。

◆
選
・
指
導
　

秋
葉
　
四
郎
（
歌
人
）

茂
原
市
　
河
野
　
ひ
さ
江

多
少
た
め
ら
い
な
が
ら
も
、
夢
に
投
資
す
る
と
こ
ろ
。

千
葉
市
　
橋
本
　
笑
子

か
つ
て
も
赤
い
山
茶
花
を
道
し
る
べ
と
し
て
訪
ね
て
い

た
人
を
久
々
に
ま
た
訪
ね
る
と
こ
ろ
。
標し

る
べ

と
す
る
の
が

「
紅
き
山
茶
花
」
だ
と
い
う
と
こ
ろ
に
豊
か
な
心
の
交
流

が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。「
馥
郁
」
は
や
や
言
い
過
ぎ
。

《
添
削
例
》
久
々
に
紅
き
山
茶
花
し
る
べ
と
し

そ
の
香
漂
う
垣
に
添
い
ゆ
く

白
井
市
　
関
　
恵
司

一
日
の
終
わ
り
を
心
静
か
に
迎
え
て
い
る
と
こ
ろ
。
こ

う
い
う
時
人
は
だ
れ
で
も
敬
虔
に
な
る
。
そ
の
感
じ
が
シ

ン
プ
ル
に
率
直
に
出
て
い
る
。

《
添
削
例
》
赤
々
と
沈
む
夕
陽
に
真
向
い
て

心
静
か
に
保
ち
わ
が
立
つ

《
添
削
例
》
戦
争
を
知
ら
ざ
る
孫
が
わ
が
出
征

し
ゅ
っ
せ
い

つ
ぶ
さ
に
聞
き
て
作
文
を
書
く

こ
う
言
っ
て
、
多
く
の
人
に
共
通
す
る
人
情
の
機
微
が
捉

え
ら
れ
、
こ
の
一
首
、
特
に
共
感
を
よ
ぶ
。

《
添
削
例
》
年
金
を
受
け
る
の
み
な
る
わ
が
暮
ら
し

師
走
の
町
に
ジ
ャ
ン
ボ
く
じ
買
ふ



１
９
８
９
年
に
イ
タ
リ
ア
北
部
の
町
で
設
立
さ
れ
た
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
協
会
の
活
動
は
今
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
は
じ
め

世
界
中
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
運
動
は

地
域
に
根
づ
い
た
伝
統
的
な
食
べ
方
や
食
材
・
加
工
品
を

守
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
食
文
化
を
守
り
継
い
で
い

●「ちばのふるさと料理」ホームページ●
http://www.agri.pref.chiba.jp/

●近県のスローフード協会国内支部ホームページ●
「ニッポン東京スローフード協会」http://www.nt-slowfood.org

※1 在来種　ある地方で永年飼養または
栽培され、その地方の風土に適応し
た動植物の品種。

※2 地鶏　①在来種の血が半分以上入っ
ていること。②平飼で1m2当たり10
羽以下で飼育されていること。③飼
育期間が80日以上であることなどと
JAS法で規定されている。

※3 ブロイラー　短期飼育、大量肥育に
よる斉一化された鶏肉。
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地
場
産
業
の
育
成
と
食
の
多
様
化
を
目
指
し
て
、
新
た

な
取
り
組
み
が
見
ら
れ
る
二
つ
の
農
産
物
を
紹
介
し
ま

す
。
近
年
の
豆
乳
ブ
ー
ム
も
後
押
し
し
て
国
産
大
豆
の
生

産
量
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
君
津
市
は
県
内
唯
一
の
種
子

大
豆
生
産
地
で
、
特
に
小
糸
川
流
域
の
小
糸
地
区
を
中
心

に
昔
か
ら
育
て
ら
れ
て
い
る
「
小
糸
在
来
」
は
、
千
葉
県

唯
一
の
在
来
種(

※
１)

と
い
え
る
も
の
で
す
。
品
種
改
良

の
親
豆
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
全
国
各
地
で
地
鶏(

※
２)

・
銘
柄
鶏
の
生
産
、
普

及
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
平

成
10
年
に
千
葉
県
畜
産
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
で
新
た
に
改

良
さ
れ
て
誕
生
し
た
の
が
千

葉
県
の
固
有
種
「
房
総
地
ど

り
」
で
す
。
本
格
的
な
生
産

も
４
年
目
に
入
り
、
出
荷
も

安
定
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
と
い
う
理
念
に
基
づ
い
て

い
ま
す
。
食
の
安
全
へ
の
関
心

が
高
ま
る
中
で
、
国
内
で
も
伝

統
的
な
日
本
食
や
農
法
を
見
直

し
た
り
、
か
つ
て
栽
培
さ
れ
て

い
た
野
菜
の
品
種
を
復
活
さ
せ

た
り
す
る
活
動
が
み
ら
れ
ま

す
。
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協
会
の
支

部
も
日
本
各
地
に
32
団
体
に
増

え
、
今
年
６
月
に
は
国
内
の
団

体
を
ま
と
め
る
組
織
「
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

県
内
に
は
ま
だ
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協
会
の
支
部
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
地
場
産
業
を
推
進
し
、
豊
か
な
食
文
化
を
守
ろ

う
と
す
る
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
理
念
と
重
な
る
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
が
始
っ
て
い
ま
す
。

今
年
３
月
か
ら
、
県
庁
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
は
落
花
生
や
サ
ツ
マ
イ
モ
と
い

っ
た
県
内
の
農
水
産
物
を
使
っ
た
伝
統

的
料
理
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
「
ち
ば
の

ふ
る
さ
と
料
理
」
と
し
て
紹
介
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
農
村
や
農
業
へ

の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
農
業
体
験
受

入
支
援
事
業
、
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
・
活
動
支
援
事
業
な
ど
も
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
体
験
ツ
ア

ー
や
地
元
農
水
産
物
を
使
っ
た
料
理
教

室
の
開
催
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流

会
な
ど
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
活
動
に
呼
応
す
る
動
き
は
県

内
各
地
で
多
く
見
ら
れ
ま
す
。



■
目
か
ら
ウ
ロ
コ
！

秋
の
枝
豆

小
糸
在
来
は
丹
波
黒
と
同
じ
晩
生
品
種
の
大
豆
で
、
枝

豆
の
収
穫
期
は
10
月
で
す
。
一
般
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る

の
は
夏
の
枝
豆
で
す
が
、
こ
れ
は
早
生
品
種
。
そ
の
代
表

格
が
全
国
的
に
有
名
な
山
形
県
の
ダ
ダ
チ
ャ
マ
メ
で
、
し

ょ
糖
が
多
い
た
め
非
常
に
甘
味
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
小
糸
在
来
は
、
し
ょ
糖
は
少
な
い
も
の
の
デ
ン
プ
ン
が

多
い
の
が
特
徴
で
、
茹
で
る
と
デ
ン
プ
ン
が
分
解
さ
れ
て

甘
味
が
増
す
と
い
う
品
種
。
丹
波
の
黒
豆
に
匹
敵
す
る
そ

の
美
味
し
さ
は
地
元
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
お
菓
子
で
産
地
を
Ｐ
Ｒ

乾
豆
と
し
て
の
収
穫
は
12
月
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。
小

糸
在
来
と
全
国
的
に
広
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
品
種
を
比
べ
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「
小
糸
在
来
愛
好
ク
ラ
ブ
」
ほ
か

る
と
、
タ
ン
パ

ク
質
含
有
率
は

低
い
も
の
の
糖

質
含
有
量
は
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
。

煮
豆
は
も
ち
ろ

ん
、
き
な
粉
に

し
て
も
濃
厚
な

用
に
栽
培
さ
れ
自
家
製
味
噌
が
作
ら

れ
る
程
度
で
し
た
が
、
今
年
５
月
、

小
糸
在
来
の
生
産
振
興
の
た
め
畑
作

農
家
が
集
ま
り
「
小
糸
在
来
愛
好
ク

ラ
ブ
」
を
設
立
。
ま
ず
は
枝
豆
の
販

路
拡
大
と
栽
培
技
術
の
確
立
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

冷
凍
品
で
流
通
し
ま
す
。
現
在
、
千
葉

市
内
の
ホ
テ
ル
で
利
用
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
県
内
の
生
協
な
ど
販
路
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。

■
飼
料
用
玄
米
や
国
産
魚
粉
の
飼
料

千
葉
県
畜
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で

ふ
化
し
た
ヒ
ヨ
コ
は
同
組
合
の
生
産
農

場
で
１
１
０
日
間
飼
育
さ
れ
ま
す
。こ
の

間
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
ワ
ク
チ
ン
以

外
の
抗
生
物
質
や
抗
菌
剤
を
一
切
使
わ

ず
に
育
て
ら
れ
ま
す
。
飼
料
は
非
遺
伝

子
組
換
品
種
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
地
元

旭
市
で
生
産
さ
れ
る
飼
料
用
玄
米
、
米

糠
、魚
粉
な
ど
が
配
合
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
う
ま
み
成
分
が
多
く
、
引
き
締
ま
っ
た
肉
質

房
総
地
ど
り
は
県
内
で
唯
一
、
旭
愛
農
生
産
組
合(

旭

市)

で
平
成
13
年
か
ら
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
ブ
ロ
イ
ラ

ー(

※
３)

と
比
べ
イ
ノ
シ
ン
酸
な
ど
の
う
ま
味
成
分
が
多

●小糸在来のお問い合わせ
JAきみつ営農部指導販売課　 0439-32-2581
●小糸在来の販売所
農産物直売所　なごみの里君津　君津市大井126 0439-32-5448

●お菓子などの加工品ブランド「大豆工房」のお問い合わせ
君津市商工観光課　 0439-56-1325 http://www.city.kimitsu.chiba.jp/

●房総地どりの販売所（冷凍品を宅配便で販売）
(株)千葉エーコープミート　千葉市稲毛区長沼原町656-3 043-259-1700

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
１

平
方
ｍ
当
た
り
６
〜
８
羽

で
飼
養
さ
れ
る
た
め
十
分

な
運
動
が
で
き
、
引
き
締

ま
っ
た
肉
質
と
な
り
ま

す
。
出
荷
量
は
年
間
約
２

万
羽
で
す
。
ほ
と
ん
ど
が

甘
さ
が
あ
り
ま
す
。
平
成
13
年
に
は
君

津
市
ふ
る
さ
と
産
品
と
し
て
小
糸
在
来

を
原
料
に
し
た
お
菓
子
も
登
場
。「
大

豆
工
房
」
の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
産
地
の
Ｐ

Ｒ
に
一
役
か
っ
て
い
ま
す
。

■
地
域
の
宝
を
守
り
伝
え
る

こ
れ
ま
で
小
糸
在
来
は
農
家
の
自
給

「
旭
愛
農
生
産
組
合
」
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海
岸
の
に
ぎ
わ
い
も
ひ
と
段
落
の
こ
の

季
節
は
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
勝
浦
に

出
会
え
ま
す
。
海
の
幸
も
ゆ
っ
く
り
味
わ

い
た
い
方
は
、
一
泊
し
て
翌
朝
の
朝
市
に

出
か
け
る
の
も
お
勧
め
で
す
。
起
伏
の
あ

る
コ
ー
ス
は
変
化
に
富
ん
で
い
て
ち
ょ
っ

と
し
た
ハ
イ
キ
ン
グ
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

Ｊ
Ｒ
勝
浦
駅
で
下
車
し
、
国
道
２
９
７

号
線
に
出
た
ら
墨
名

と

な

交
差
点
で
国
道
１
２

８
号
線
を
横
断
し
ま
す
。
二
つ
目
の
十
字

路
か
ら
狭
い
路
地
を
入
っ
て
い
き
、
つ
き

当
た
り
が
高
照
寺
で
す
。
境
内
の
墓
地
を

覆
う
よ
う
に
伸
び
た
イ
チ
ョ
ウ
は
県
指
定

の
天
然
記
念
物
で
、
枝
か
ら
多
数
の
乳
柱

が
下
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら「
乳
公
孫
樹
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
高
照
寺
を
出
て
路

地
を
左
へ
。
つ
き
当
た
り
を
左
折
し
す
ぐ

右
折
し
ま
す
。
し
ば
ら
く
進
ん
で
ホ
テ
ル

の
手
前
を
右
へ
、
南
に
向
っ
て
登
り
坂
に

な
り
ま
す
。
高
台
に
出
る
と
や
が
て
官
軍

塚
に
着
き
ま
す
。
さ
ら
に
20
分
ほ
ど
歩
く

と
八
角
形
の
勝
浦
灯
台
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
辺
り
か
ら
眺
め
る
日
の
出
は
、
県
内
随

一
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

灯
台
を
過
ぎ
て
も
左
手
に
は
果
て
し
な

い
海
の
景
色
が
続
き
、
眼
下
の
小
さ
な
浦

潮
風
に
包
ま
れ
て
景
勝
地
を
巡
る

八
幡
岬
と
温
泉
ド
ー
ム

ア
ク
ア
パ
レ
ス
〈
千
葉
県
勝
浦
市
〉

勝浦灯台付近から眺めた八幡岬。太平洋の荒波が造る複雑な断崖の景観

外
房
屈
指
の
観
光
地
、
勝
浦
の
美
し
い

景
観
は
与
謝
野
晶
子
や
斎
藤
茂
吉
な
ど
多

く
の
文
人
た
ち
を
魅
了
し
て
き
ま
し
た
。

歌
人
・
与
謝
野
晶
子
は
「
上
総
の
勝
浦
」

と
い
う
詩
を
残
し
、
山
と
海
と
が
織
り
な

す
美
し
さ
の
中
に
「
愛
を
見
た
」
と
絶
賛

し
て
い
ま
す
。

か
ら
わ
き
上
が
っ
て
く
る
よ
う
な
波
音
に

癒
さ
れ
ま
す
。
八
幡
岬
ま
で
の
車
道
は
狭

く
蛇
行
し
て
い
る
の
で
車
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
っ
た
先
が
八

幡
岬
公
園
で
す
。
園
内
は
展
望
広
場
や
自

然
散
策
路
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
雄
大
な
眺

め
を
楽
し
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
休
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
下
り
は
勝
浦
漁
港
を
抜

け
て
約
40
分
ほ
ど
で
温
泉
ド
ー
ム
ア
ク
ア

パ
レ
ス
に
到
着
し
ま
す
。

〈
モ
デ
ル
コ
ー
ス
〉

Ｊ
Ｒ
勝
浦
駅→

高
照
寺→

官
軍
塚→

勝
浦

灯
台→

八
幡
岬
公
園→

温
泉
ド
ー
ム
ア

ク
ア
パ
レ
ス
　
◎
約
２
時
間
20
分
※
見

学
、
休
憩
時
間
を
除
く

※
朝
市
は
毎
月
１
〜
15
日
は
下
町
通
り
で
、

16
日
〜
月
末
は
仲
町
通
り
で
開
催
（
次

頁
地
図
参
照
）。午
前
６
時
30
分
〜
午
前

11
時
頃
。
毎
週
水
曜
休
み
。

ス
パ



高照寺の乳公孫樹。樹齢は定
かではありませんが根回りは
約10mもあります

400年余りの歴史がある勝浦の朝市

官軍塚。戊辰戦争末
期、函館に向う官軍
の船が勝浦沖で難破、
多くの死者を供養す
るために建立

官軍塚のそば
に立つ中村汀
女の句碑(左)

と斎藤茂吉の
歌碑(右)

八幡岬公園内にあ
る勝浦城址(上)と展
望広場(右)
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海抜70mのひらめケ丘に立つ勝浦灯台。（灯台の見学はできません）

ホテル三日月にあるオーシ
ャンスパリゾート。水着をつ
けて屋内・屋外の40種類以上
のスパメニューを楽しめます。

◆泉　　質／ナトリウム―塩化物炭酸水素温泉
◆効　　能／神経痛、筋肉痛、関節痛、冷え性
◆入 館 料／平日　大人1,575円、子ども840円

土・日・祝日　大人1,890円、子ども1,050円
◆営業時間／10:00～22:00(年中無休) ★「トワイライトサ
ービス」18時以降の入館は大人1,050円、子ども735円
※ホテル宿泊の方は無料(宿泊当日)
ホテル三日月 0470-73-1111 http://www.mikazuki.co.jp

●電車の場合(往復約３時間・2,560円)

千葉駅(JR外房線)→勝浦駅
●車の場合　館山自動車道・市原I.Cから国道297号線で約70分
〔お問い合わせ先〕
◆勝浦市観光協会　　0470-73-7442 http://www.city.katsuura.chiba.jp
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得意の出し物「ある日の若梅医院の風景」。時には下ネタもまじり大爆笑

九
十
九
里
沿
い
の
小
さ
な
村
に
お
年
寄
り
だ

け
の
「
黒
潮
劇
団
」（
若
梅
繁
雄
団
長
）
が
旗

揚
げ
し
ま
し
た
。
地
元
で
は
も
ち
ろ
ん
、
山
武

郡
内
外
の
敬
老
会
や
演
芸
会
に
引
っ
張
り
だ

こ
。
８
月
２
日
、
隣
町
の
松
尾
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
主
催
の
「
芸
能
発
表
大
会
」
に
も
招
か

れ
、１
時
間
余
り
の
熱
演
に
会
場
は
大
喝
さ
い
。

同
劇
団
は
蓮
沼
村
老
人
ク
ラ
ブ
16
地
区
か
ら

１
人
ず
つ
選
ば
れ
た
芸
達
者
。
団
員
は
92
歳
の

若
梅
団
長
を
筆
頭
に
、
80
代
が
８
人
、
60
〜
70

代
が
７
人
の
合
計
16
人
。
老
人
た
ち
が
日
々
を

楽
し
く
元
気
に
助
け
合
っ
て
過
ご
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
平
均
年
齢
78
歳

の
日
本
で
も
珍
し
い
劇
団
で
す
。

出
し
物
は
、
好
評
の
「
あ
る
日
の
若
梅
医
院

の
風
景
」「
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
時
代
の
流
れ
」
の
ほ
か
、
浪
曲

や
新
舞
踊
、
民
謡
な
ど
多
彩
。「
若
梅
医
院
の

風
景
」
で
は
会
場
か
ら
患
者
を
募
り
、
若
梅
医

師
と
の
当
意
即
妙
の
受
け
答
え
が
人
気
。
演
出

者
泣
か
せ
の
展
開
に
会
場
は
笑
い
の
う
ず
。
演

出
兼
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
る
加
藤
泰
子
さ
ん

（
単
老
連
会
長
・
78
歳
）
は
「
筋
書
き
ど
お
り

に
終
わ
っ
た
こ
と
は
、
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
」

と
諦
め
顔
。
練
習
日
は
特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

気
が
向
い
た
と
き
に
集
ま
っ
て
茶
を
飲
み
な
が

ら
芝
居
づ
く
り
の
”デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
“
を

し
ま
す
。「
で
も
、
そ
こ
が
こ
の
劇
団
の
よ
い

と
こ
ろ
。
喧
嘩
も
す
る
け
ど
、
舞
台
に
立
っ
て

い
る
と
き
が
一
番
生
き
生
き
と
し
て
い
ま
す
」

11
月
中
旬
、
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
か
れ
る
国
民

（山武郡蓮沼村）

飛び入り参加の患者役を相手にユーモアたっぷり

43
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総勢16人のお年寄りだけの元気で若々しい黒潮劇団。公演の依頼が多く、団員の体調管理がひと苦労とか

健
康
保
険
中
央
会
主
催
の
大
舞
台
に
出
演
す
る

こ
と
が
決
定
。「
今
度
は
台
本
が
あ
り
」
で
、

演
目
は
新
作
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
ス
イ
カ
」
で

す
。
出
来
栄
え
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲観衆の温かく絶大な拍手にこたえる劇団員たち

地
域
は
ひ
と
つ
。
老
人
会
の
交
流
は
深
く
、
多
く
が
顔
な

じ
み
。
銚
子
大
漁
節
に
合
わ
せ
て
踊
り
だ
す
松
尾
町
民

明治時代以降の各時代を的確に捉えたファッションショー▼



浦安市当代島2-1-1
047-351-1465

地下鉄東西線浦安駅か
ら徒歩３分
12:00～15:00
17:00～23:00
毎週月曜日
カウンター10 テーブル４
２台

★本誌持参の方、季節の
塩辛、モズク、自家製漬
物から１品プレゼント

●
生
き
の
良
さ
が
う
れ
し
い
店

「
す
し
清
」
（
浦
安
市
）

※L.O＝ラストオーダー　※料金は総額表示（消費税を含んだ価格）となります。

天
然
の
味
、
旬
の
味
を
大
切
に
し
て
32
年
。
ネ
タ
に

養
殖
も
の
を
使
わ
な
い
、
と
い
う
頑
固
さ
が
「
す
し
清
」

の
信
頼
を
築
い
て
い
ま
す
。
店
主
・
大
島
清
さ
ん
（
57

歳
）
は
、
他
で
は
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
季
節
感
と

新
鮮
さ
、
加
え
て
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
の
会
話
を
重
要
視

し
て
い
ま
す
。
旬
の
魚
を
さ
ば
き
握
り
な
が
ら
、
仕
込

ん
だ
ば
か
り
の
魚
の
産
地
や
う
ん
ち
く
を
披
露
す
る
一

方
、
お
客
さ
ん
の
話
に
耳
を
傾
け
ま
す
。「
そ
れ
が
店

主
の
大
事
な
仕
事
」
と
。
家
族
連
れ
な
ど
リ
ピ
ー
タ
ー

の
多
さ
が
評
判
の
良
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

柏市松葉町2-28-1パイ
ンリーフ1Ｆ
04-7134-5925

JR北柏駅からライフタウン
循環バス松葉町２丁目バス
停下車　松葉第２小隣り
12:00～15:00
17:30～24:00
毎週月曜日（祝祭日の
場合は翌日）
10卓40人　　５台

日本人の舌に合わせ辛味は抑え目です
が、この辛さが発汗作用を促し健康に
効果大。小さい鍋でも２、３人分あり
2,300円。中で3,300円、大で4,300円、
５人前の特大は5,300円。
★本誌持参の方はサワー１杯サービス
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敷
地
面
積
約
１
千
坪
（
３
３
０
０
㎡
）
に
建
坪
１
２

０
坪
（
３
９
６
㎡
）
の
純
和
風
の
外
観
。
全
６
室
か
ら

中
庭
の
木
々
を
眺
め
な
が
ら
季
節
の
料
理
と
手
打
ち
そ

ば
に
舌
鼓
。
こ
の
静
寂
で
至
福
の
時
間
を
満
喫
で
き
る

贅
沢
さ
が
同
店
の
自
慢
。
20
年
前
、
オ
ー
ナ
ー
の
河
野

貞
子
さ
ん
が
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
個
人
住
宅
を
開
放

し
て
開
店
し
た
の
が
始
ま
り
。
昼
は
「
あ
ず
み
の
膳
」

（
３
６
７
５
円
）
と
「
手
毬
懐
石
」（
５
２
５
０
円
）
が

人
気
。
夜
は
懐
石
の
み
で
５
２
５
０
円
か
ら
１
５
７
５

０
円
。
知
る
人
ぞ
知
る
食
通
の
店
。
予
約
す
れ
ば
安
心
。

★
「
ゆ
と
り
」
読
者
特
典

＝
所
在
地
　

＝
交
通
　

＝
営
業
時
間
　

●
季
節
料
理
と
手
打
ち
そ
ば
を
味
わ
う
店

そ
ば
懐
石
「
あ
ず
み
野
」

●
美
容
効
果
の
高
い
韓
国
料
理

「
申し

ん

家が

ね

」

お
す
す
め
は
、
本
場
韓
国
で
も
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
鍋
料
理
「
カ
ム
ジ
ャ
タ
ン
」。
じ
ゃ
が
い
も
と
豚
の

背
骨
肉
を
20
種
類
以
上
の
調
味
料
と
野
菜
、
薬
草
で
２

時
間
以
上
も
煮
込
ん
だ
も
の
。
柔
ら
か
肉
と
辛
く
て
あ

っ
さ
り
し
た
ス
ー
プ
が
特
徴
で
す
。
韓
国
直
輸
入
の
豆

み
そ
や
朝
鮮
人
参
に
加
え
、
ヨ
モ
ギ
や
エ
ゴ
マ
の
葉
、

豆
も
や
し
な
ど
、
旨
み
成
分
が
た
っ
ぷ
り
の
ヘ
ル
シ
ー

料
理
。
し
か
も
豚
の
背
骨
肉
に
は
コ
ラ
ー
ゲ
ン
が
存
分

に
含
ま
れ
、
美
容
効
果
は
絶
大
。
仕
上
げ
は
、
残
っ
た

ス
ー
プ
に
ご
飯
や
麺
な
ど
を
入
れ
て
食
べ
る
と
美
味
。

（
柏
市
）

人気の特上にぎりは全９品。大トロ、
中トロ、天然白身のマコガレイ（秋は
ヒラメ）、車エビ、江戸前穴子、アワビ、
ウニ、鉄火巻、自家製玉子に、アサリ
（秋はシジミ）の椀が付いてお得な
2,500円。季節でネタは変わります。

（
流
山
市
）

人気の「手毬懐石」は先付、前菜、車
エビなどの椀、お造り、魚の香り焼き、
野菜の煮物、中皿など９品に、手打ち
そばとデザート（大皿３種品）付き。
★本誌持参の方、１組につき1,000円分
の商品券（同店専用）プレゼント　　　

流山市野々下6-1041-2
04-7145-1222

JR南柏駅西口からタク
シー５分、東武野田線
豊四季駅から徒歩10分
11:30～15:00
17:30～21:30
年中無休（８月お盆、
正月３が日除く）
６部屋60～90人
約40台　



八千代市高津東2-5-24
047-487-1100

京成八千代台駅西口か
ら高津団地行きバス高
津川バス停下車
11:00～23:00（L.O22:00）
毎週火曜日
72席　
2階宴会場8～80名
（個室あり）
40台　

23

山武郡大網白里町仏島
137-3
0475-73-7222

JR大網駅から徒歩約
15分
11:30～15:00（L.O14:30）
17:30～22:00（L.O21:00）
水曜日
56席
20台
着席で40名様まで

千葉市稲毛区緑町1-20-7
043-246-8118

http://www.ne.jp/asahi
/wagashi/kaede/
JR西千葉駅から徒歩約3分
9:30～19:30※臨時製餡日
（月に3、4日）は12:00～
水曜日　　14席　　なし

★本誌持参または記事を見たと
言っていただいた方にお干菓子「ま
どか」2粒サービス。（10／31まで）

開
店
か
ら
２
年
、
地
元
の
大
学
生
や
住
民
を
中
心
に

幅
広
い
年
齢
層
の
支
持
を
集
め
て
い
ま
す
。
月
替
わ
り

の
生
菓
子
と
抹
茶
が
セ
ッ
ト
で
７
０
０
円
。
10
月
は
茨

城
産
の
栗
を
蒸
し
て
裏
ご
し
し
茶
巾
絞
り
で
仕
上
げ
た

「
栗
ひ
ろ
い
」
や
鹿
児
島
産
の
本
蕨わ

ら
び

粉
を
使
っ
た
「
本

蕨
餅
」
な
ど
、
ど
れ
も
か
わ
い
ら
し
く
上
品
な
味
わ
い

で
す
。
小
豆
を
水
漬
け
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
煮
る
の
で
、

豆
の
風
味
を
生
か
し
た
あ
ん
が
で
き
ま
す
。
”脱
サ
ラ

職
人
“の
店
主
・
石
渡
竜
太
さ
ん
は
添
加
物
を
使
わ
ず

に
素
材
の
風
味
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

＝
定
休
日
　
　
＝
席
数
・
部
屋
数
　
　
＝
団
体
の
宴
会
・
パ
ー
テ
ィ
ー

＝
駐
車
場

●
自
家
製
ハ
ー
ブ
が
香
る
レ
ス
ト
ラ
ン

素
材
料
理
「
Ｄド

ｕゥ

ｏオ

ｍ
ｏモ

」

●
自
家
製
手
作
り
あ
ん
の
や
さ
し
さ

甘
味
処
「
楓
」
（
千
葉
市
）

お
す
す
め
は
女
性
に
大
人
気
の
レ
デ
ィ
ー
ス
ラ
ン
チ

セ
ッ
ト
。
と
ろ
と
ろ
オ
ム
ラ
イ
ス
、
手
こ
ね
ハ
ン
バ
ー

グ
、
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
か
ら
１
品
、
11
種
類
の
デ
ザ
ー

ト
か
ら
１
品
、
木
の
子
シ
チ
ュ
ー
パ
イ
包
み
焼
き
、
自

家
農
園
サ
ラ
ダ
、
ド
リ
ン
ク
が
付
い
て
１
３
４
４
円
。

平
日
ラ
ン
チ
は
７
９
８
円
よ
り
。
オ
ー
ナ
ー
コ
ッ
ク
の

い
ち
押
し
は
、
山
形
県
産
黒
毛
和
牛
１
０
０
％
の
手
こ

ね
ハ
ン
バ
ー
グ(

９
２
４
円)

と
、
自
家
農
園
で
収
穫
し

た
無
農
薬
野
菜
と
肉
を
じ
っ
く
り
煮
込
ん
だ
と
ろ
と
ろ

ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー(

１
３
４
４
円)

。

黒毛和牛ステーキのオーダーカットも
大好評。お好みの量で注文でき、１ｇ
13円65銭。無料送迎バス（８名以上）
や通信カラオケも完備。★本誌持参の
方、グループ全員にプチスイーツデザ
ートメニューより１品プレゼント

●
ハ
ン
バ
ー
グ
の
お
い
し
い
町
の
洋
食
屋

「
カ
ウ
ベ
ル
」
（
八
千
代
市
）

国
道
１
２
８
号
線
沿
い
に
目
を
引
く
南
欧
式
外
観
の

店
。
一
番
の
人
気
は
「
日
替
り
ラ
ン
チ
コ
ー
ス
」（
１

５
７
５
円
〜
）
で
、
オ
ー
ド
ブ
ル
、
メ
イ
ン
、
プ
チ
デ

ザ
ー
ト
、
ド
リ
ン
ク
が
選
べ
、
自
家
製
の
全
粒
粉
パ
ン

も
つ
き
ま
す
。
店
舗
隣
の
菜
園
で
20
種
類
近
く
の
ハ
ー

ブ
や
野
菜
を
無
農
薬
栽
培
し
、
青
森
か
ら
直
送
の
魚
貝

類
、
津
軽
地
鶏
、
卵
な
ど
素
材
を
厳
選
。
オ
ー
ナ
ー
シ

ェ
フ
の
安
藤
一
志
さ
ん
は
イ
タ
リ
ア
ン
や
フ
レ
ン
チ
を

基
本
に
し
な
が
ら
手
作
り
に
こ
だ
わ
り
日
々
工
夫
を
加

え
、
良
質
な
素
材
を
よ
り
引
き
立
た
せ
て
い
ま
す
。

シックな雰囲気の店構え。豊かな豆の
風味を大切にするため店内は禁煙です。
生菓子は毎朝手作りし、作りおきをし
ないため人気商品は午前中に売り切れ
てしまうことも。まとまった数の場合
は、予約をお勧めします。

（
山
武
郡
大
網
白
里
町
）

店舗のイメージはスペインのグラナダ
にあるアルハンブラ宮殿。八角形の大
聖堂をモチーフにした店内。夜はパス
タコース（2,100円～）、スペシャルコ
ース（3,150円～）、ディナーコース
（5,040円～）など。

※特に記載がない場合、サービス期間は平成16年10月1日～12月25日まで。




